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色名とそれが示す色カテゴリの学習はゆっくり進む。Roberson, Davidoff, Davies, & 


















3. 予備実験 1 











4. 予備実験 1の結果と考察 
 予備実験 1 において、色名がつけられない参加者はいなかった。全員が 13 色を区別し
て個別の色名をつけることができていた。 
結果の整理 色の名前(色名)は、基本色名の他にさまざまな名前がつけられている。JIS(日


























緑」は JIS 慣用色名にあるので慣用色とした。系統色名は、ISCC-NBS の分類名にない表
現でも、色相、明度、彩度の修飾語と色名のみで表現している場合、系統色名とした。 
表 1 に従って分類した 13 色全体の分類基準別の結果を表 2 に示した。 

































13 色の色別に産出された色名をまとめた結果を表 3 に示した。同じ色につけた色名で頻
出した語に関しても調べ、表 3 に合わせて記入した。 


















A 1 4 1 0 0 0 6
B 0 4 1 0 1 0 6 緑(6)
C 1 4 0 1 0 0 6 緑(3)
D 0 0 6 0 0 0 6 薄い(5)
E 0 4 0 1 1 0 6 抹茶(3)
F 1 1 1 3 0 0 6 薄い+抹茶(3)
G 0 3 3 0 0 0 6 緑(4)
H 3 2 0 1 0 0 6 抹茶(4)
I 0 3 3 0 0 0 6 薄い(2)・淡い(2)
J 4 0 2 0 0 0 6 エメラルドグリーン(4)
K 0 3 3 0 0 0 6 蛍光(2)　一番(3)
L 0 2 4 0 0 0 6 黒(2)・濃い(1)・暗い(1)
M 0 2 2 1 1 0 6 青(3)・緑(5)・紺(1)
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 個人別に産出した色名を調べた結果、準慣用色名を多く使う者が 2 人、系統色名を使う
者が 2 人とタイプが分かれていた。ここから、個人によって色の表現方法が大きく異なる
可能性が示された。 
 予備実験 1 から、非基本色であっても 13 色を区別し何らかの特徴をとり出して命名が
できること、命名された色名は一般的な慣用色だけでなく、個人が色からイメージするさ
まざまな命名が行われ、命名には個人差があることが示された。 





5. 予備実験 2 
参加者 保育者養成校に通学している女子短大生 4 人であり、参加者は予備調査 1 と重複
していない。参加者の属性は予備調査 1 と同様であった。美術の専門家として男性教員 2
人が参加した。陶芸を専門としている教員と油絵を専門としている教員であった。2 人と
も保育者養成校において美術を教えた経験があった。 
刺激 予備実験 1 と同様であった。 

















6. 予備実験 2の結果と考察 
結果の整理 表 1 に従って産出された色名を分類し、分類別、色別、個人別に集計を行っ
た。分類基準別の結果と色別の結果を表 4 と 5 に示した。 































A 0 2 0 0 1 1 4 黄緑(2)
B 0 1 0 0 2 1 4 緑(3)
C 0 4 0 0 0 0 4
D 0 1 2 0 1 0 4 薄い(3)
E 0 3 1 0 0 0 4
F 1 1 0 2 0 0 4 抹茶(3)
G 0 2 1 0 1 0 4 青(2)
H 3 0 0 0 1 0 4 抹茶(3)
I 0 2 1 0 1 0 4
J 1 1 1 0 1 0 4
K 0 3 1 0 0 0 4
L 1 1 2 0 0 0 4
M 0 3 0 1 0 0 4








実験 1 でも予備実験 2 でも頻出し、色 H は慣用色名「抹茶」と名づけられる傾向があった。
色 H は、片山・小川(2020)では、誤答ではあるが「千歳緑」または「木賊色」として選ば
れる傾向があった。この色も色 J と同様に個人間で同じイメージが喚起されやすい色とい
える。色 J の「エメラルドグリーン」は予備実験 2 の伝達を意識した場面ではなくなるが、
「抹茶」は予備実験 1 でも 2 でも出現することから、「抹茶」は「伝わる色名」と判断さ
れているのだろう。 
 専門家 2 人は共に美術の専門家であったが、産出された色名は全く異なっていた。油絵
を専門とする 1 人は慣用色名(13 色中 6 色)と系統色名(4 色)が多く準慣用色名は用いなか
った。慣用色名も「わかくさ」「ビリジャン」など一般大学生が使用しない慣用色名を使っ






 予備実験 1 と 2 を通じて、さまざまな中間色に色名をつけることは、成人であれば大き
な困難なく実施できること、産出された色名は慣用色名と系統色名という観点から分類で
きることがわかった。また予備実験 1 では準慣用色名と系統色名が中心になり、予備実験
2 で系統色名がやや減り、準慣用+系統色名が増加していた。色別にみると予備実験 1 と同
様の傾向にあり、同じように頻出する色名がみられる色がある一方で、予備実験 1 では頻
出した色名がでない色もあった。予備実験を通じて得られた今後の課題を以下に示す。 
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Pilot Studies concerning Naming for Communication:  
Using Non-Basic Colors 
 
Nobuko KATAYAMA*3   Tokuko OGAWA*4 
 
Two pilot studies were conducted to identify how naming practices change in 
communicative situations using non-basic color names. In the first pilot study, six 
female junior college students asked to organize 13 color cards according to their 
preferred order and name each color card freely. The color names produced by the 
participants were divided into six categories. Participants produced various 
non-common color names and displayed individual differences. The participants in the 
second pilot study comprised four female junior college students and two male art 
specialists. They were asked to sort 13 color cards following the same procedure as that 
used in pilot study 1 and to name each color card in order for others to collate the cards 
in the same order. Color names used in pilot study 2 displayed the same tendencies as 
those in pilot study 1. However, there are differences in the two art specialists’ 
responses. Further studies should consider the elaboration of experimental procedure, 
examination of the characteristics of participants and definitions of color name 
categories for the classification of the names participants’ responses. 
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